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並
木
ま
き
議
員
（
み
ら
い
）

　

本
市
で
は
、
災
害
時
に
お
け

る
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を
認
め
て

い
る
。
そ
こ
で
、
避
難
生
活
に

お
け
る
混
乱
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
整
備
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、同
行
避
難
の
た
め
に
は
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
飼
い
主
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
が
、
市
民
に
対
し
ど
の
よ

う
な
啓
発
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

市
は
「
小
学
校
区
防
災
拠

点
要
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等

を
作
成
し
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
、
啓
発
チ
ラ

シ
の
配
布
等
や
、
総
合
防
災
訓

練
で
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
を

実
施
し
、
避
難
の
際
の
注
意
点

や
平
時
の
対
策
等
、
市
民
へ
の

普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

災害時のペット同行避難
受け入れ体制の整備と啓発は

マニュアル等を作成 チラシ等の配布

松
永
修
巳
議
員
（
緑
風
会
）

　

台
風
等
の
大
雨
に
よ
る
市
内

の
道
路
冠
水
被
害
や
こ
れ
に
伴

う
道
路
渋
滞
は
、
高
谷
、
田
尻
、

原
木
等
、
毎
回
同
じ
地
域
で
発

生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
出
水

常
襲
地
域
で
は
、今
後
に
備
え
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
抜

本
的
解
決
策
が
求
め
ら
れ
る
。

市
が
考
え
る
対
策
を
問
う
。

答　

浸
水
多
発
地
区
に
お
い
て

は
、
排
水
機
場
や
幹
線
管か

ん

渠き
ょ

の

整
備
が
抜
本
的
対
策
と
な
り
、

高
谷
・
田
尻
地
区
及
び
原
木

３
・
４
丁
目
周
辺
に
つ
い
て
は
、

排
水
機
場
の
新
設
や
増
強
工
事

の
計
画
等
が
進
ん
で
い
る
。
併

せ
て
、
市
民
自
ら
備
え
る
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る

等
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の

総
合
的
対
策
に
よ
り
、
水
害
の

な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
。

浸水被害対策
出水常襲地域での抜本的解決策は

排水機場整備や市民自助の支援図る

危 機 管 理

　市議会では、より市民に開かれた議会とし、さらなる論議の活性化を

図るため、平成27年から２月定例会に「代表質問制」を導入します。

　２月定例会では、市長の施政方針、教育長の教育行政運営方針が述べ

られ、新年度に向けた当初予算案等が審議されます。

　これまでの代表質疑制では、市長提出議案のうち当初予算案及びこれ

に関連する条例案を一括議題とし、施政方針、教育行政運営方針を含め、

各会派の代表が総括して質疑を行っていました。

　新たに導入する代表質問制では、当初予算案を含む市長提出議案を全

て一括議題とし、これに施政方針、教育行政運営方針を含めて各会派の

代表が質問します。各会派は政策的な質問を中心に行い、議案質疑は大

綱にとどめ、詳細は付託委員会に委ねることとします。

　代表質問の発言時間・発言者等については次のとおりです。

交　渉　会　派

（3人以上の会派）

非交渉会派

（2人以下の会派）

発
言
時
間

会派均等割時間（60分）

　＋（会派所属人数）×15分

（例）5人会派の場合

　　60分＋5人×15分＝135分

会派所属人数×20分

発
言
者

原則として代表（総括）質問者１人

その他に補足質問者（人数は概ね所属

議員3人につき1人の割合で、最大2人）

代表質問者１人

発言順
大会派（所属人数の多い会派）順

ただし所属議員同数の会派はくじで決定する

　２月定例会の代表質問は、議会での傍聴、インターネットでのライブ

中継・録画配信（原則として会議の翌々日以降）の他、ケーブルテレビ

（J:COM市川）で放送します。（質問日当日の午後７時からの予定）

視の会員委特 別 察

東京外郭環状道路特別委員会
【日　程】

【視察地及び視察項目】

・福岡国道事務所

　⑴ボランティア・サポート・プログラム

　⑵国と市が覚書により管理するエレベーターと歩道橋

・道の駅「香春（かわら）」　防災機能強化

・道の駅「なかつ」　歴史、文化（遺跡）の展示等

【主な視察内容】

　福岡国道事務所では、ボランティア団体と協定を

結んで植栽剪定等を行う取り組みや、国が設置した

施設を市が管理する状況等について、道の駅では、

宅配サービスや出土品の展示等の事例を視察した。

道の駅「なかつ」

行徳臨海部特別委員会
【日　程】

【視察地及び視察項目】

・新潟市　万代島にぎわい空間創造事業

　　　　　新潟市水族館リニューアル事業

・村上市　岩船港の活性化の推進

　　　　　岩船港直売所事業

【主な視察内容】

　新潟市では、旧魚市場・旧水揚場の跡地の活用や

観光資源としてにぎわいを創出する２事業を、村上

市では、ふ頭用地の活用によるにぎわい空間の提供

を目的とする事業につき、経過や状況等を視察した。

村　上　市

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別

委
員
会
を
平
成
26
年
10
月

22
日
に
開
催
し
、
国
等
の
事

業
者
を
招
き
、
外
環
道
路
に

関
す
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

外
環
本
線
部
に
関
す
る
用

地
取
得
率
が
１
０
０
％
と
な

っ
た
こ
と
等
の
説
明
を
受
け

た
後
、各
委
員
か
ら
、外
環
道

路
か
ら
第
一
交
差
点
ま
で
の

用
地
取
得
の
進
捗
状
況
や
、工

事
の
騒
音
や
振
動
等
に
よ
る

住
民
苦
情
へ
の
対
応
、ま
た
、

工
事
用
車
両
に
関
す
る
歩
行

者
へ
の
安
全
対
策
等
に
つ
い

て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、国
等
の
事
業

者
か
ら
は
、第
一
交
差
点
ま
で

の
用
地
取
得
の
進
捗
状
況

は
、
面
積
ベ
ー
ス
で
全
体
の

93
％
、
残
件
数
は
21
件
で

あ
り
、
今
後
も
外
環
道
路
の

開
通
に
影
響
が
な
い
よ

う
用
地
取
得
に
取
り
組

む
こ
と
、
ま
た
、
騒
音

や
振
動
等
へ
の
対
応
状

況
は
、
低
騒
音
、
低
振
動
型

の
建
設
機
材
の
使
用
や
散
水

に
よ
る
防
じ
ん
対
策
等
を
、

さ
ら
に
、
歩
行
者
へ
の
安
全

対
策
で
は
、
工
事
用
道
路
と

市
道
の
交
差
箇
所
及
び
国
道

等
の
工
事
用
車
両
の
出
入
口

全
て
に
交
通
整
理
員
を
配
置

し
、
歩
行
者
の
交
通
安
全
に

努
め
て
い
る
等
の
答
弁
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委
員
会

住
民
対
応
や
安
全
対
策
な
ど
各
議
員
が
質
疑

　

市
議
会
は
、
平
成
26
年

12
月
臨
時
会
を
12
月
24

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

12
月
臨
時
会
で
は
、
政
務

活
動
費
等
に
よ
り
切
手
を
大

量
に
購
入
し
た
会
派
の
調
査

に
関
す
る
決
議
、
政
務
活
動

費
（
調
査
費
）
の
不
正
支
出

の
調
査
に
関
す
る
決
議
に
つ

い
て
の
議
員
発
議
２
件
が
審

議
さ
れ
た
ほ
か
、
市
長
か
ら

１
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結

果
、
議
員
発
議
２
件
を
可
決

し
、
地
方
自
治
法
１
０
０
条

１
項
に
よ
る
調
査
を
委
任
さ

れ
た
委
員
28
人
で
構
成
す
る

「
政
務
活
動
費
等
に
よ
り
切

手
を
大
量
に
購
入
し
た
会
派

の
調
査
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」、
及
び
、
委
員
24
人
で
構

成
す
る
「
政
務
活
動
費
（
調

査
費
）
の
不
正
支
出
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
各
委
員
会
の
委
員
を

選
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
岩
井
清
郎

議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ

れ
、
議
会
は
こ
れ
を
許
可
し

ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

議
長
の
辞
職
を
受
け
て
、

市
議
会
は
、
平
成
27
年
１
月

臨
時
会
を
１
月
14
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

１
月
臨
時
会
で
は
、ま
ず
、

本
会
議
で
後
任
の
議
長
の
選

挙
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
有

効
投
票
31
票
の
う
ち
20
票

を
得
た
宮
田
か
つ
み
氏
（
自

由
民
主
党
）
を
第
66
代
議
長

に
選
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
永
鉄
兵
副
議

長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

議
会
は
こ
れ
を
許
可
し
ま
し

た
。
続
い
て
本
会
議
で
後
任

の
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
指
名
推
選
に
よ

り
、
か
つ
ま
た
竜
大
氏
（
民

主
・
連
合
・
社
民
）
を
第
57

代
副
議
長
に
選
出
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、１
月
臨
時
会
で
は
、

市
長
か
ら
、
報
告
１
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
議
会
の
各
会
派
に
対
し
て

支
出
さ
れ
た
政
務
活
動
費

（
政
務
調
査
費
）
が
適
正
に

使
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
監
査
委
員
の
監
査
に
代

え
て
、
個
別
外
部
監
査
契
約

に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
も
の
で
、
議
会
は
こ
れ
を

承
認
し
ま
し
た
。

1�
月
臨
時
会
政
務
活
動
費
に
関
す
る
２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

１
月
臨
時
会
議
長
に
宮
田
か
つ
み
氏
、
副
議
長
に
か
つ
ま
た
竜
大
氏

個
別
外
部
監
査
の
実
施
を
承
認


